
会議名 平成 24年度第 9回東久留米市市民環境会議 

日 時 平成 24年 12月 21日（金） 19時～21時 00分 

会 場 東久留米市役所 7階 701会議室 

出席者 出席委員数 15名  欠席委員数 7名 

出席事務局職員  環境政策課長 同主査（政策調整担当） 同主査（みどりと公園担当） 

同主事（政策調整担当） 

次 第 

１．開会あいさつ 

２．事務局からの報告 

３．平成 24年度第 8回市民環境会議会議録 （案）の確認 

４．平成 24年度環境シンポジウムについて 

５．各部会報告 

６．その他 

７．部会活動 

事前配布資料  

平成 24年度第 8回市民環境会議会議録（案）…資料 1 

平成 24年度環境シンポジウム企画（案）…資料 2 

当日配布資料 

  湧水マップ作成の途中経過報告 …資料 3 

会議の内容 

 １．開会あいさつ  省略 

 

 ２．事務局からの報告 

①市ホームページでも周知しているが、還付金詐欺が多発しているため注意してほしい。近所の方に

も周知してほしい。万一このような電話があった場合は警察へ連絡していただきたい。 

②前回企業の助成について２社紹介したが、内１社では 20団体予定しており、現在 15団体から応募

があったとのこと。１月中は募集しているため希望する場合は申し込んでほしい。 

③くらし部会が地球温暖化防止活動環境大臣賞をいただいた。 

 

３．平成 24年度第 8回市民環境会議会議録（案）の確認 

   平成 24年度第 8回市民環境会議会議録（案）について了承された。 

 

４．平成 24年度環境シンポジウムについて 

    前回シンポジウムの目的を明らかにしてほしいと意見があり、資料２の通りまとめた。この内容で

よろしければ今後のスケジュール等も考えていきたい。今までは市が企画・運営をしていたが、今回

は市民環境会議と協力して行いたいと思う。委員から「今後の打ち合わせも代表者のみで行うのか」

「当日展示はするのか」との質問があった。事務局より「打ち合わせは改めてスケジュールを作り、



 

必要があればその都度お願いする」「展示は現在未定だが、会場となる屋内ひろばは予約してある」

と回答した。 

 

５．各部会報告 

   ①水とみどり部会 

    １月 12 日の七福神巡りは、当部会より有志が協力していく。詳細については実行委員会で検討を

進めている。 

    湧水マップの件で本日５時から部会を開いた。Ａ・Ｂ・Ｃ・Ｄ班の途中経過報告、市内の湧水箇所、

湧水及び湧水点の定義について当日配布資料に沿い委員から説明があった。湧水点 71 箇所は水とみ

どり部会の調査・定義で決定した旨注意書きを入れる。マップは環境シンポジウムで披露したいと考

えている。委員より湧水の飲料水としての利用について質問があり、部会員より「今まで検討はして

こなかったが今後検討していきたい」と回答があった。 

 ②くらし部会 

レジ袋削減に向けて１月 24 日に市内スーパーマーケットの店長に集まっていただき意見交換会を

行う。来年新規オープン予定の店舗にも参加していただく予定。13店舗に案内文を配布している。 

地球温暖化防止活動環境大臣表彰で受賞し、12月 12日表彰式に出席した。これは環境省主催で一

般社団法人地球温暖化防止全国ネット株式会社が事務局となっており、エコキッズ・環境カレンダ

ー・小水力発電について紹介した。全国で 160団体の応募があり 30団体が表彰された。 

  ③環境広報部会 

   ひばりエコクラブで麦踏み、餅つき大会を１月 27 日に開催する。市広報の他に東久留米駅西口に

ポスターを掲載し、小学校にチラシも配布した。当日は自由学園、南部地域センターにご協力いただ

くことになっている。市民環境会議委員もお手伝い等でご参加いただければ有難い。   

環境フェスティバルについて日程が 6 月 8 日、9 日に確定した。サブテーマは仮称であるが、「未

来につなげるエコきずな」となった。会場は市民プラザと２階を確保しており、スペース 105も使用

を予定している。また、参加団体の増加が予測されるため、募集を前倒しで行う予定である。  

 

 ６．その他 

    座長より市民環境会議の運営について、環境基本計画等の見直し、「湧水・清流保全都市宣言」発

表以降の取り組みについて、明確にするべきとの意見があった。 

 

７．部会活動 

   各部会に分かれて部会活動を行った後、流れ解散。 

次回は 1月 25日（金）午後 7時から 701会議室。 

（終了時刻 21時 00分） 


